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町報とうこう

信
頼
を
全
身
に
う
け
て

1
1
新
し
い
町
長
・
町
議
会
議
員
き
ま
る
1
1

　
八
月
六
日
に
告
示
さ
れ
、
八
月
十

一
日
執
行
さ
れ
た
、
東
郷
町
長
お
よ

び
東
郷
町
議
会
議
員
の
選
挙
は
、
即

日
開
票
の
結
果
、
新
し
い
顔
ぶ
れ
が

き
ま
り
ま
し
た
。

　
町
長
選
挙
で
は
、
新
人
と
元
町
長

の
二
名
が
立
候
補
し
、
新
人
の
高
森

文
夫
さ
ん
が
初
当
選
し
、
今
後
四
年

間
、
町
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
．
、

　
一
方
、
町
議
会
議
員
選
挙
で
は
、

今
回
の
選
挙
か
ら
定
数
が
い
ま
ま
で

の
十
八
名
か
ら
十
六
名
に
改
正
さ
れ

初
め
て
の
選
挙
で
し
た
が
、
二
十
一

名
が
立
候
補
し
、
開
票
の
結
果
、
前

面
名
、
元
一
名
、
新
人
六
名
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
．
～
一

　
投
票
率
は
、
九
五
・
八
九
％
、
男

九
五
・
一
〇
％
、
女
九
六
・
五
九
％

で
し
た
、

　
ま
た
、
新
し
い
町
長
、
町
議
会
議

員
に
対
す
る
当
選
証
書
の
付
与
式
が

八
月
十
三
日
行
わ
れ
、
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
．
）

…
お
た
ず
ね
し
ま
す
　
　
…

雲
本
的
な
考
え
抱
負
に
つ
い
て
…

夫文森高町長

　
去
る
八
月
十
一
日
目
執
行
さ
れ
ま

し
た
東
郷
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

は
か
ら
ず
も
不
肖
私
が
町
民
多
数
の

方
々
の
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て

町
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
成
り
ま

し
た
、
．

　
私
は
、
今
更
な
が
ら
そ
の
責
任
の

重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
上
は
鴛
馬
に
む
ち
打
っ
て
皆
様

方
の
せ
っ
か
く
の
御
期
待
に
そ
む
か

な
い
よ
う
全
力
を
尽
す
覚
悟
で
あ
り

ま
す
の
で
、
何
卒
皆
様
方
の
御
協
力
と

御
鞭
達
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
選
挙
に
当
っ
て
は
「
明
る
く
平
和

で
住
み
良
い
ふ
る
里
づ
く
り
」
の
た

め
四
つ
の
信
条
と
六
つ
の
政
策
を
行

政
の
柱
に
す
る
こ
と
を
訴
え
て
町
民

の
審
判
を
受
け
た
次
第
で
す
。
即
ち
、

】、

ｴ
廉
潔
白

二
、
誠
心
誠
意

一二

A
精
い
っ
ぱ
い

四
、
公
平
無
私

　
を
信
条
に
、
次
の
六
つ
の
政
策
を

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

一、

ｭ
治
倫
理
の
高
揚

二
、
硬
直
し
た
財
政
の
健
全
化

三
、
農
林
畜
産
養
蚕
業
の
基
盤
整
備

四
、
企
業
誘
致
と
商
工
業
の
振
興
　
・

五
、
教
育
と
福
祉
行
政
の
充
実

六
、
「
新
ひ
む
か
づ
く
り
」
運
動
の
推
進

尚
、
当
面
の
課
題
と
し
て
は
三
ヶ
月

近
い
行
政
の
不
正
常
に
よ
っ
て
生
じ

た
停
滞
を
一
日
も
早
く
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
と
、
牧
水
生
誕
百
年
祭
の
式

典
と
諸
行
事
を
立
派
に
成
功
さ
せ
て
、

東
郷
町
の
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
を

図
り
、
牧
水
生
誕
百
年
の
年
を
東
郷

町
の
新
生
元
年
の
年
と
す
る
よ
う
精

力
的
に
努
力
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
．

　
新
し
く
選
出
さ
れ
た
議
会
と
も

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
果
た
し
な
が
ら

最
終
的
に
は
町
政
の
振
興
と
町
民
の

生
活
福
祉
の
向
上
を
共
通
の
目
的
と

し
て
、
力
を
合
わ
せ
新
生
東
郷
町
を

創
り
た
い
と
思
い
ま
す
．
．

　
町
民
の
皆
様
方
の
御
協
力
と
御
鞭

達
を
重
ね
重
ね
お
願
い
申
し
上
げ
就

任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
．

町長・町議会議員選挙に

おける各候補者の得票数

《町長選挙》

当選　高森文夫

次点　木村　誠
投票総数　4，736

4，685　無効　51

2顕票．

2，039票

有効投票

《町議会議員選挙》

当選直野哲義
当選黒木九一
当選寺原国義
当選奈須熊雄
当選黒木　勝
当選　甲斐善重郎

当選田代安夫
当選三浦文人
当選畝原孝純
当選佐藤輝夫
当選黒木行也
当選寺原寿夫
当選稲田英雄
当選黒田幸作
当選橋口昭夫
当選成合亀行
平甲佐藤真幸
　　石田辰雄
　　稲田稀事
　　河野　 太

　　木村秋男
投票総数　　4，736

4，685

切り捨てています。）

445票新

281票　前

274票　前

260票新

249票新

241票　元

238票　前

228票前

228票新

223票前

220票新

215票　前

213票新

211票前

190票前

173票前

163票　前

163票新

159票前

154票新

153票前

有効投票

無効51。（小数点以下は

婁讐導至

《瓢
直野哲義
福　瀬・54歳

無・農業

町
民
の
信
託
に
お
こ
た
え
し
、
次
の

こ
と
を
実
行
し
ま
す
．
．

①
農
林
業
振
興
対
策
の
推
進
②
住
み

よ
い
東
郷
町
づ
く
り
の
推
進
③
工
場

誘
致
と
雇
用
の
促
進
㊤
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
環
境
整
備
内
容
の
充
実

黒木九一
馬出・55歳

　無・農業

議
会
行
政
の
浄
化
刷
新
と
不
祥
事
の

汚
名
を
信
頼
回
復
へ
努
力
し
て
新
生

東
郷
町
の
再
建
が
次
の
世
代
の
人
達

へ
の
責
任
で
あ
り
、
議
会
行
政
が
お

互
い
に
力
を
合
わ
せ
町
政
発
展
と
住

民
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
た
い
．
、

　
　
　
ニ
　
　

㌻
拶
．
・
ξ
《

寺原国義
鶴野内・57歳

　無・農業

①
住
民
、
執
行
部
、
議
会
の
三
者
の

心
が
通
い
合
い
、
信
頼
の
上
に
住
民

の
願
い
が
適
切
に
行
政
に
反
映
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
す
る
。
②
安
定
し

た
地
元
職
場
の
誘
致
に
努
力
す
る
．
．

③
下
排
水
処
理
の
建
設
に
努
力
す
る
，

．
き
．
．

竃噸レ

黒木　　勝
迫野内・60歳

　無・農業

町
民
の
”
み
そ
ぎ
”
を
う
け
当
選
の
栄

誉
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
信
頼
に
こ

た
え
一
日
も
早
く
町
政
の
信
頼
回
復

と
汚
職
土
壌
の
一
掃
、
議
会
運
営
の

刷
新
を
図
り
新
生
東
郷
町
を
め
ざ
し

て
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
い
、

ぎ
　
　　

　
．
奮

箋　
ﾘ

甲斐善重郎
仲　深・46歳

無・農林業

「
人
」
に
愛
。
　
「
草
・
木
」
に
愛
．
．

そ
し
て
、
　
「
土
・
水
」
に
愛
．
、

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
人
間
関
係
」
の

回
復
に
努
め
ま
す
。

　
　
一
～
一
．
．
b
7

墜
糖

百
歳文

罎

浦
谷
価

三
坪

郷
土
の
発
展
の
た
め
に
汚
名
を
回
復

す
る
事
を
約
束
し
、
社
会
福
祉
の
向

上
と
農
林
業
を
と
り
ま
く
諸
問
題
の

解
決
に
尚
一
層
努
力
す
る
こ
と
を
初

心
に
返
り
誓
い
た
い
と
思
い
ま
す
．
．

潔
町
再
生
は
派
閥
を
越
え
、

剣
に
取
り
く
み
、

畝原孝純
小野田・37歳

　無・農業

互
い
に
真

　
　
　
　
　
　
又
町
民
も
行
政
に

関
心
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
隠
し
ご

と
の
な
い
政
治
と
、
区
長
・
館
長
を

中
心
と
し
た
各
単
位
末
端
の
育
成
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
、

F
睾
．謹

黒木行也
鶴野内・53歳

無・建設業

「
町
民
の
声
」
を
反
映
し
、
「
和
」
の
議

会
に
徹
し
①
潤
い
と
活
力
あ
る
町
づ
く

り
②
農
林
業
の
振
興
と
町
民
所
得
の
向

上
③
地
場
産
業
の
育
成
と
就
業
の
場

の
創
出
④
青
少
年
健
全
育
成
⑤
道
路

及
び
排
水
溝
の
整
備
改
善
に
努
め
ま
す

難
寺原寿夫
小野田・62歳

　無・農業

今
ま
で
の
行
政
経
験
、
並
び
に
議
会

経
験
を
生
か
し
て
、
明
る
く
・
住
み

よ
い
・
豊
か
な
活
力
あ
る
町
づ
く
り

の
た
め
に
誠
心
誠
意
努
力
し
ま
す
．
、

二

琴弾

黒田幸作
田　野・58歳

　無・農業

新
生
東
郷
町
を
目
指
し
て
、
町
内
外

に
対
す
る
信
頼
回
復
を
図
る
一
議
会

の
主
た
る
目
的
の
行
政
の
査
察
、
チ

ェ
ッ
ク
に
努
め
る
と
同
時
に
農
林
業

の
振
興
、
雇
用
の
場
づ
く
り
、
明
る

い
東
郷
町
づ
く
り
に
努
力
す
る
．

驚
〆
　
　
r
亀

り
、
　
　
　
．
繍
薯

橋ロ昭夫
仲深・・58歳

無・農林三

一、

c
会
の
機
能
の
確
立
に
よ
り
、

　
町
行
政
の
正
常
化
と
威
信
の
回
復

　
に
努
力
す
る
、

二
、
明
る
い
清
潔
な
心
づ
く
り
に
最

　
善
の
努
力
を
す
る
．

町報とうこう
（3）

　
謬
．
レ

無
事

奈須熊雄
羽　坂・51歳

　無・農業

自
身
を
厳
し
く
見
つ
め
、
平
等
互
恵

の
信
念
を
貫
き
ま
す
。
農
林
業
の
振

興
と
町
民
所
得
の
向
上
を
目
ざ
し
、

企
業
が
進
出
で
き
る
社
会
環
境
作
り

を
目
標
に
、
皆
様
と
共
に
毎
日
汗
を

流
し
て
ま
い
り
ま
す
。

田代安夫
寺　迫・53歳

　無・農業

今
回
の
出
な
お
し
選
挙
の
意
義
を
か

み
し
め
、
汚
職
土
壌
の
一
掃
、
町
政

信
頼
の
回
復
、
議
会
の
浄
化
に
努
め

農
林
業
基
盤
の
整
備
、
企
業
の
誘
致

に
よ
り
雇
用
の
拡
大
を
図
り
、
町
民

の
附
託
に
こ
た
え
た
い
．
、

罵
佐藤輝夫
迫野内・49歳

　無・農業

∫

郷
土
の
発
展
と
、
町
民
の
曲
豆
か
な
暮

し
を
願
い
、
①
農
林
業
・
商
工
業
の

振
興
、
②
企
業
を
誘
致
し
雇
用
の
推

進
、
③
社
会
福
祉
の
向
上
、
④
児
童

・
老
人
・
身
障
者
の
優
遇
措
置
の
推

進
に
努
力
し
ま
す
，

鷺

、
毛
噸

噸福〕レ

稲田英雄
坪谷・49歳

無・農業

新
し
い
東
郷
町
を
つ
く
る
た
め
に
は

過
去
の
色
々
な
事
を
教
訓
に
し
て
、

「
白
紙
」
の
気
持
で
出
発
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
．
是
は
是
、

非
は
非
の
立
場
に
立
っ
て
議
会
に
参

画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．

　
　
髪
釜

嬬
遇
せ

成合亀行
羽　坂・59歳

　無・農業

、
過
去
を
振
り
向
か
ず
、
派
閥
を

超
越
し
て
新
生
東
郷
町
発
展
の
為

に
全
力
を
傾
注
す
る
。

、
農
林
業
の
振
興
と
企
業
を
誘
致

し
て
雇
用
の
創
出
を
図
り
、
経
済

の
活
性
化
に
努
力
す
る
。



（4）町報とうこう

議
長
に
黒
木
九
一
議
員

各
論
任
委
員
会
構
成
も
決
ま
る

　
選
挙
後
、
初
め
て
開
か
れ
た
、
臨
時
町
議
会
に
お
い
て

正
副
議
長
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
臨
時
町
議
会
は
、

八
月
十
六
日
に
招
集
さ
れ
、
投
票
の
結
果
、
議
長
に
黒
木

九
一
議
員
（
寺
迫
1
1
5
5
歳
）
、
副
議
長
に
寺
原
国
義
議
員

（
鶴
野
内
一
5
7
歳
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た

各
常
任
委
員
も
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議長黒木九一

　
町
内
外
か
ら
の
深
い
関
心
と
注
視

の
も
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
今
回
の

町
長
及
び
町
議
会
議
員
の
出
直
し
選

挙
は
、
こ
の
た
び
の
不
祥
事
件
の
汚

名
返
上
と
新
生
東
郷
町
の
再
建
が
か

か
っ
た
、
大
変
重
要
な
選
挙
で
、
候

補
者
間
で
も
「
ク
リ
ー
ン
選
挙
」
が

申
し
合
わ
さ
れ
、
ま
た
町
民
の
監
視

の
厳
し
い
中
で
行
わ
れ
た
選
挙
で
あ

り
ま
し
た
。

　
議
長
選
汚
職
の
汚
名
返
上
と
議
会

刷
新
を
訴
え
て
選
ば
れ
ま
し
た
議
員

の
中
で
、
不
肖
私
が
議
長
に
推
薦
さ

れ
、
こ
の
要
職
に
就
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
自
ら
の
浅
学
非
才
を
顧
み

ま
し
て
責
任
の
重
大
さ
を
一
層
痛
感

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
新
し
く
選
ば

れ
ま
し
た
十
⊥
ハ
名
の
議
員
の
御
支
援

と
、
お
互
い
の
力
を
結
集
し
、
こ
れ

ま
で
の
汚
名
を
返
上
し
て
、
本
町
の

発
展
と
町
民
福
祉
の
推
進
に
誠
心
誠

意
努
力
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

最
大
の
懸
案
は
、
ま
ず
今
回
の
不
祥

事
で
失
い
ま
し
た
町
政
へ
の
信
頼

回
復
を
早
急
に
図
り
、
町
政
の
正
常

化
と
議
会
の
刷
新
で
町
の
名
誉
ば
ん

回
に
努
め
、
再
生
東
郷
町
を
築
く
こ

と
と
汚
職
土
壌
の
一
掃
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
議
会
の
機
能
を
活
用
し

行
財
政
面
で
の
事
務
処
理
や
事
業
の

実
施
が
適
法
適
正
に
か
つ
公
平
、
効

各常任委員会構成

率
的
に
、
そ
し
て
民
主
的
に
な
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
批
判
し
監
視
す

る
な
ど
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

十
分
果
た
し
、
町
民
の
期
待
に
応
え

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
を
と
り
ま
く
財
政
事
情
や
、

今
日
の
農
林
業
の
情
勢
は
極
め
て
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
新
生
東

郷
町
の
町
づ
く
り
に
格
段
の
努
力
を

な
し
、
町
民
の
信
託
に
応
え
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
町
民
各

位
の
御
協
力
と
こ
べ
ん
た
つ
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
し
て
ご
あ
い
さ
っ
と

い
た
し
ま
す
．
．

農林建設 文教厚生 総　務

常任委員会 常任委員会 常任委員会

委委委副委 委委委副委 日電委副委委
ロ
ロ
　
貝
貝

夫
吝
員
貝

委口
�L

員員員長長 員員員長長 員員員長長

畝直寺佐三 奈黒橋寺田 稲黒甲成黒

原野原藤浦 須木口原代 田木斐合田

窒素国輝文 熊野昭寿安 英　　善置生
重

純義義夫人 雄也夫夫夫 雄勝郎行作

人
口
予
想
懸
賞
募
集

　
十
月
一
日
は
、
国
勢
調
査
の
日
で

す
。　

宮
崎
県
の
人
口
は
何
人
で
し
ょ
う

か
。▽

応
募
資
格
　
宮
崎
県
に
住
ん
で
い

　
　
る
人
。

▽
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
次
の

　
　
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
○
宮
崎
県
人
口
予
想
　
人

　
○
住
所
　
o
氏
名
　
○
年
齢

　
○
職
業
（
勤
務
先
、
学
校
、
学
年

　
　
組
）

▽
応
募
点
数
　
一
人
何
糞
で
も
応
募

　
　
で
き
ま
す
．
、

▽
応
募
の
あ
て
先
　
〒
八
八
○

　
宮
崎
市
橘
通
東
二
丁
目
十
番
】
号

　
宮
崎
県
庁
統
計
課
内

　
　
　
　
人
口
予
想
懸
賞
募
集
係

▽
応
募
の
締
切
　
昭
和
六
十
年
十
月

　
　
一
日

〔
ヒ
ン
ト
〕
県
人
口
の
移
り
か
わ
り

昭
5
8
・
1
0
・
－
　
　
一
、
ニ
ハ
九
、
六
六
七
人

事昭昭
606059

10　7　10

．
1
　
　
　
一
、
一
七
二
、
七
九
三
人

．
1
　
　
　
｝
、
一
七
二
、
六
吾
人

・
1
　
　
　
　
　
？
　
　
人

（
人
口
は
推
計
人
口
）
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道
路
交
通
法
の

　
　
　
　
　
　
　
一
部
が
変
わ
り
ま
す

i
9
月
1
日
施
行
1

　
道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

主
な
も
の
は
九
月
一
日
以
降
、
段
階

的
に
施
行
さ
れ
ま
す
．
、

　
今
回
の
改
正
は
、
こ
こ
数
年
増
え

始
め
た
死
亡
事
故
（
三
年
連
続
し
て

九
日
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
，
）
を
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
”
車
社
会
”
の

新
し
い
秩
序
づ
く
り
を
目
指
す
も
の

で
す
．
．

　
九
月
一
日
施
行
さ
れ
る
主
な
改
正

点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

D
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が

　
　
　
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

①
運
転
者
は
、
高
速
道
路
に
限
ら
ず

事
べ
で
σ
道
路
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

②
ま
た
、
運
転
者
は
、
助
手
席
同
乗

者
に
も
着
用
さ
せ
る
よ
う
に
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

③
同
時
に
、
運
転
者
は
、
後
部
座
席

同
乗
者
に
も
着
用
さ
せ
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
V

　
高
速
道
路
畢
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人
が

着
用
し
て
い
な
い
場
合
に
行
政
処
分

点
数
一
点

蓋
…
…
…
…
…
湖
鎖
壌
…
…
．
…
…

論
＝
賠
．
．
．
．

∵
㍗
』
・
．
・
「
ら
・
「
．

　
　
　
’

催
　
一
般
道
路
↓
今
回
の
法
改
正
の
趣

旨
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
徹
底
し
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
意
識
が
向
上
し
た
段

階
で
、
行
政
処
分
点
数
を
付
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

た
だ
し
、
①
消
防
自
動
車
な
ど
の

緊
急
自
動
車
や
短
い
区
間
で
ひ
ん
ぱ

ん
に
乗
り
降
り
す
る
郵
便
集
配
車
な

ど
を
運
転
す
る
場
合
及
び
、
妊
婦
、

病
人
、
子
ど
も
な
ど
身
体
的
条
件
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
に
適
当
で
な
い

場
合
な
ど
は
着
用
義
務
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
，

勿
空
ぶ
か
し
等
の
行
為
が

　
　
　
　
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
四
輪
・
二
輪
自
動
車
な
ど
の
運
転

者
は
、
著
し
く
人
に
迷
惑
に
な
る
騒

音
を
生
じ
さ
せ
る
方
法
で
急
発
進
、

急
加
速
、
空
ぶ
か
し
を
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
．

　
　
〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉

　
行
政
処
分
点
数
一
点
。

㈹
初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
の

　
　
　
　
　
二
人
乗
り
禁
止

　
自
動
二
輪
車
の
免
許
を
取
っ
て
一

年
未
満
の
初
心
運
転
者
は
、
二
人
乗

り
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
．
、

　
　
〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉

　
行
政
処
分
点
数
一
点
．
．
反
則
金
四

千
円
。
罰
則
三
万
円
以
下
の
罰
金
。

男女雇用機会均等法

が成立

61年4月1日から施行一

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
よ
り
施

行
さ
れ
ま
す
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
が
成
立
し
ま
し
た
．
．

　
そ
の
主
な
内
容
は
、

◎
事
業
主
は
、
募
集
、
採
用
、
配
置

昇
進
、
教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
、
定

年
、
退
職
、
解
雇
に
お
い
て
男
女
を

均
等
に
取
扱
う
こ
と
一

◎
紛
争
解
決
の
た
め
、
婦
人
少
年
室

長
が
助
言
、
指
導
、
勧
告
を
行
う
と

と
も
に
、
機
会
均
等
調
停
委
員
会
を

新
設
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
労
働
基
準
法
も
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、

＠
産
前
産
後
休
業
の
延
長
な
ど
の
母

性
保
護
措
置
の
拡
充
．

◎
時
間
外
労
働
な
ど
の
規
制
の
一
部

緩
和
な
ど
．
．

　
事
業
を
営
む
方
は
、
こ
の
よ
う
な

法
の
内
容
を
踏
ま
え
て
女
子
．
雇
用
管

理
の
見
直
し
に
着
手
し
ま
し
ょ
う

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
県
婦
人

少
年
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．
、

容
〇
九
八
五
－
二
五
．
五
五
＝
＝

＜
東
郷
病
院
前
で
行
わ
れ
た

　
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
指
導

牧水生誕百年記念

　　　「短歌」を募集

　多数の応募を・………’

牧水生誕百年祭記念行事実行委員会では

県内から広く「短歌」を募集しています。

〔応募部門〕……小学生の部、中学生の部、

　高校生の部、大学生・一般の部
〔題　材〕……自由。自作で1人1首、未

　発表のもの。

〔あて先〕東郷町教育委員会

〔纏　切〕……昭和60年9月20日必着

〔その他〕……応募は官製はがきを使用し

　住所、学校名、学年、氏名を明記し、一

　般の部は職業、年齢を明記すること。但

　し小・中学校は、各学校でとりまとめて

　もよい。u《｝・》弓o

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿」
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勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に

　　

@　

@　

@　

@　

@“

謦
｣
り
ま
す
”

　
第
五
回
宮
崎
県
少
年
の
船
に
参
加

し
た
七
名
の
小
・
中
学
生
の
中
か
ら

寺
迫
小
学
校
五
年
黒
木
聖
仁
君
の
感

想
文
を
紹
介
し
ま
す
．

少
年
の
船
に

参
加
し
て

芋
迫
小
五
年
　
黒
木
聖
仁

　
ば
く
は
、
．
第
五
回
宮
崎
県
少
年
の

船
一
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
沖
縄
に

行
き
ま
し
た
　
こ
の
日
が
来
る
の
を
「

ど
ん
な
に
待
ち
ど
う
し
い
か
’
．
た
か

し
れ
ま
せ
ん

　
七
月
二
卜
・
七
日
曲
丁
と
希
望
」
々
　
い
っ

ぱ
い
に
し
て
日
向
細
・
島
か
ら
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
そ
し
て
友
達
か
ら
見
送

ら
れ
一
ユ
：
ト
ピ
ア
一
と
．
言
う
船
に

乗
っ
て
六
百
人
の
人
達
と
出
発
し
ま

し
た
．
．
一
一
万
ト
ン
も
あ
る
船
で
団

長
さ
ん
は
、
松
形
知
事
さ
ん
で
し
た

一
班
か
ら
四
十
班
ま
で
あ
／
．
て
ぼ
く

は
几
班
で
し
た

　
一
日
目
は
台
風
七
号
の
た
め
雨
で

急
に
志
ぶ
し
港
に
ひ
な
ん
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
一
ち
ょ
r
ノ
と
残
入
．
心
で
し

た
が
こ
れ
も
六
百
人
の
安
全
を
思
っ

て
き
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
．
．
で
も
、
船
の
中
で
は
た
く
さ

ん
の
友
達
と
仲
良
し
に
な
’
．
た
り
、

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
楽
し
く
す
ご

し
ま
し
た
．
．

へタ
智

．
　
ち

　
Z

　
彫
，

、
…
ノ

凹
い
．
膚
噛

，
一
＝
二
㌔
’

．
・
．
三
二
，
’

＼v

A

　
ラ

髪
　
ぞ

　
　
一

　
　
　
一

ダ
　　　＝
　　A　A｛

　
志
ぶ
し
港
を
出
て
波
が
ま
だ
あ
ら

く
船
よ
い
す
る
人
が
沢
さ
ん
い
ま
し

た
一
ぼ
く
も
そ
の
う
ち
の
一
人
で
し

た
．
．
沖
縄
に
つ
く
こ
ろ
は
、
み
ん
な

．
兀
気
に
な
り
安
心
し
ま
し
た
一

　
三
日
目
は
、
沖
縄
の
f
ど
も
達
と

交
か
ん
会
で
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
一

緒
に
食
事
を
し
た
り
楽
し
く
す
ご
し

ま
し
た
．
．
で
も
ぼ
く
は
、
少
し
言
葉

が
わ
か
ら
な
い
所
も
あ
り
ま
し
た
．
．

そ
の
あ
と
ひ
め
ゆ
り
の
塔
や
ひ
む
か

い
の
塔
や
ま
ぶ
に
が
丘
な
ど
い
き
ま

し
た
．
ぼ
く
は
、
ひ
む
か
い
の
塔
が

一
番
心
に
の
こ
り
ま
し
た
、

　
四
日
目
は
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
や
水
族

館
に
行
き
ま
し
た
。
水
族
館
で
は
、
、

小
さ
い
き
れ
い
な
魚
や
ね
む
っ
た
ね

む
り
ザ
メ
が
い
ま
し
た
．
、

　
台
風
の
た
め
二
日
間
の
沖
縄
見
学

で
し
た
が
空
は
青
く
海
は
す
み
き
っ

て
、
と
て
も
き
れ
い
な
所
で
し
た
．
．

沖
縄
で
お
世
話
に
な
っ
た
バ
ス
の
運

転
手
さ
ん
や
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
に
見

送
ら
れ
七
月
三
十
日
那
は
港
を
出
ま

し
た
、

　
そ
し
て
、
七
月
三
十
一
日
三
時
半

ご
ろ
に
全
員
無
事
に
細
島
港
に
帰
り

着
く
事
が
叩
き
ま
し
た
　
出
発
の
時

と
ち
が
っ
ノ
、
天
気
も
良
く
た
く
さ
ん

の
人
達
か
む
か
え
に
来
て
く
れ
て
い

ま
し
た
、
船
の
上
で
、
い
ろ
い
ろ
お

世
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
や
、
お

い
し
い
食
事
を
作
っ
て
下
さ
っ
た
コ

リ
ク
さ
ん
達
に
、
お
礼
を
一
．
茜
っ
て
ユ

ー
ト
ピ
ア
に
、
さ
よ
な
ら
を
し
ま
し

た
　
船
を
お
り
て
帰
こ
う
式
が
あ
り

ま
し
た
．
少
年
の
船
を
き
か
い
に
、

勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
．

■9月・がん征圧月間

「おかしいな」と思ったら検診を

罫検診を受けて安心がん年齢窮

　
が
ん
が
死
亡
原

因
の
ト
ッ
プ
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
五
年
目
経

ち
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
だ
け
を
見
れ

ば
、
が
ん
ほ
ど
恐

ろ
し
い
病
気
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
適
切
な
予
防

と
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
努
め
れ

ば
、
が
ん
を
征
圧

す
る
こ
と
も
不
可

能
で
は
な
い
の
で

す
。

特
に
発
が
ん
の

原
因
は
、
大
部
分
が
生
活
環
境
に
よ

る
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
偏

食
を
し
な
い
、
喫
煙
を
少
な
く
す
る
、

と
い
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
を
心
が

け
、
が
ん
を
寄
せ
つ
け
な
い
強
い
体

を
つ
く
り
た
い
も
の
で
す
。

か
か
っ
た
ら
怖
い
の
で
な
く

手
遅
れ
に
な
っ
た
ら
怖
い
病
気

　
が
ん
に
な
っ
た
ら
ま
ず
助
か
ら
な

い
－
－
…
と
い
う
の
は
過
去
の
話
。
い

ま
で
は
医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
か

な
り
高
い
治
癒
率
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
早
期
に
発
見
さ
れ
た
胃
が
ん
、

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
な
ど
は
ほ
と
ん

ど
治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
が
ん
は
か
か
っ
た

ら
怖
い
の
で
は
な
く
、
手
遅
れ
に
な

っ
た
ら
怖
い
病
気
な
の
で
す
。
特
に

が
ん
は
、
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
手

遅
れ
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
症
状
が

出
る
前
に
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
あ
な
た

の
命
と
家
庭
の
幸
せ
を
守
る
　
　
こ

の
言
葉
を
肝
に
命
じ
て
、
が
ん
検
診

を
積
極
的
に
受
け
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

■
が
ん
予
防
1
2
か
条
1

1
偏
食
を
し
な
い

2
同
じ
食
品
を
繰
り
返
し
食
べ
な
い

3
食
べ
過
ぎ
な
い

4
深
酒
を
し
な
い

5
暎
煙
を
少
な
く
す
る

6
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
、
繊
維
質
を
と
る

7
塩
辛
い
も
の
、
執
い
も
の
に
注
意

8
ひ
ど
く
焦
げ
た
部
分
は
食
べ
な
い

9
か
び
が
生
え
た
も
の
は
食
べ
な
い

／0

ﾟ
度
に
口
］
光
に
当
た
ら
な
い

個
過
労
を
さ
け
る

／2

薰
�
ｴ
潔
に
保
つ

1
資
料
・
が
ん
セ
ン
タ
ー
■

　
　
　
　
　
β

3
隈，

、
幽

曾
3
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農
業
委
員
会
だ
よ
り

　　

@
経
営
移
譲
年
金
の

支
給
停
止
と
失
権

▼
支
給
停
止

　
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
権
者
が
、

次
の
停
止
事
由
に
該
当
し
た
と
き
は

停
止
事
由
が
生
じ
た
翌
月
分
か
ら
停

止
事
由
が
消
滅
し
た
華
分
ま
で
年
金

が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

①
農
業
を
再
開
し
た
と
き
。

②
農
業
生
産
法
人
の
構
成
員
と
な

　
つ
た
と
き
。

③
後
継
者
に
対
し
て
使
用
収
益
権

　
を
設
定
し
た
農
地
等
の
全
部
ま
た

　
は
一
回
忌
返
還
を
受
け
た
と
き
。

　
（
た
だ
し
、
後
継
者
が
障
害
の
状

　
態
に
な
っ
た
り
、
土
地
収
用
法
等

　
の
法
律
に
よ
っ
て
収
用
さ
れ
る
た

　
め
返
還
を
受
け
た
場
合
等
、
支
給
停

　
止
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

④
特
定
処
分
対
象
農
地
等
の
全
部

　
ま
た
は
】
部
に
つ
い
て
使
用
収
益

　
権
の
移
転
ま
た
は
設
定
が
あ
っ
た

　
と
き
．
．

⑤
受
給
権
者
が
正
当
な
理
由
が
な

　
く
て
、
書
類
等
の
提
出
に
関
す
る

　
基
金
の
求
め
、
ま
た
は
質
問
に
応

　
じ
な
か
っ
た
と
き
．
、

▼
失
権

　
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
権
者
が
死

亡
し
た
と
き
は
、
受
給
権
が
消
滅
し

年
金
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
こ
の
場
合
に
、
死
亡
日
の
属
す

る
月
分
以
前
の
年
金
で
、
ま
だ
受
給

し
て
い
な
か
っ
た
年
金
が
あ
る
と
き

は
、
一
定
の
遺
族
の
請
求
に
よ
り
そ

の
者
に
未
支
給
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

％
。
鞭
へ

年金970P！

鼠

　
こ
れ
か
ら
経
営
移
譲
を

　
　
　
し
ょ
う
と
す
る
人
は

▼
自
分
名
義
の
農
地
等
を
よ
く
調
べ

　
て
く
だ
さ
い
。

①
経
営
移
譲
を
し
ょ
う
と
す
る
人

　
は
事
前
に
自
分
名
義
（
自
分
名
義

　
の
農
地
等
で
あ
っ
て
も
、
正
規
の

　
手
続
を
と
っ
て
他
人
に
貸
し
付
け

　
て
い
る
も
の
は
含
ま
な
い
．
．
）
の
農

　
地
や
採
草
放
牧
地
で
自
分
の
農
業

　
に
使
っ
て
い
る
も
の
の
す
べ
て
の

　
面
積
を
鋼
筆
ご
と
に
調
べ
て
お
く

　
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
相
続
人
同
志
で
共
有
の
状
態
に

　
な
っ
て
い
る
農
地
等
が
あ
れ
ば
、

　
す
み
や
か
に
協
議
し
て
、
誰
が
ど

　
れ
だ
け
相
続
す
る
の
か
決
め
て
下

　
さ
い
。
協
議
が
整
わ
な
い
場
合
に

　
は
、
そ
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
農

　
業
委
員
会
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

③
経
営
移
譲
す
る
と
き
に
は
、
自

　
分
の
農
業
に
使
っ
て
い
る
自
分
名

　
義
の
農
地
等
の
す
べ
て
（
第
三
者

　
移
譲
の
場
合
は
＝
疋
の
自
留
地
が

　
認
め
ら
れ
ま
す
、
．
）
を
処
分
し
な
け

　
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
と
で
処
分

　
も
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と

　
も
ら
っ
た
経
営
移
譲
年
金
を
返
還

　
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
十
分

　
注
意
し
て
下
さ
い
．
、

名
実
と
も
に
そ
な
わ
っ
た

　
　
経
営
移
譲
に
す
る
た
め
に

　
後
継
者
に
経
営
移
譲
を
し
た
場
合

は
次
の
手
続
を
必
ず
と
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

①
土
地
改
良
区
、
農
業
共
済
組
合

　
や
農
協
な
ど
の
組
合
員
の
名
義
を

　
後
継
者
に
変
え
る
こ
と
。

②
米
等
の
生
産
物
の
販
売
、
農
業

　
用
資
材
の
買
入
れ
な
ど
を
後
継
者

　
名
義
で
す
る
こ
と
。

③
農
業
所
得
の
申
告
を
後
継
者
名

　
義
で
す
る
こ
と
。

　
詳
し
く
は
、
・
町
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご存じです挑
箪
、

土熱取引の紀

　　　演出卸

　
土
地
は
限
り
あ
る
国
民
の
大
切
な

資
源
で
す
。
こ
の
国
土
を
大
切
に
、

有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
ま
た
乱
開

発
の
未
前
防
止
、
地
価
の
安
定
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
土
利
用
計

画
法
が
制
定
さ
れ
、
土
地
取
引
に
つ

い
て
届
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
す

る
と
き
は
こ
の
法
律
に
よ
り
、
あ
ら

か
じ
め
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
後
記
に
留
意
の
う

え
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

一、

ﾍ
出
の
必
要
な
土
地
面
積

　
○
本
町
の
場
合
は
】
○
、
○
○
○

　
．
m
以
上

一一

A
届
出
を
要
す
る
土
地
取
引

　
○
届
出
は
、
土
地
に
関
す
る
所
有

　
権
、
地
上
権
、
賃
借
権
又
は
こ
れ

　
ら
の
権
利
の
取
得
を
目
的
と
す
る

　
権
利
の
移
転
、
設
定
が
対
価
の
伴

　
う
契
約
に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合
に

　
必
要
に
な
り
ま
す
。

三
、
届
出
の
方
法

〈
だ
れ
が
届
け
る
の
か
〉

　
◎
契
約
の
当
事
者
双
方
（
売
主
・

　
買
主
）
が
届
け
出
る
こ
と
に
な
り

　
ま
す
。

〈
い
つ
届
け
出
る
の
か
〉

　
◎
契
約
の
六
週
間
前
に
届
け
出
る

　
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
※
契
約
に
は
予
約
を
含
む
．
．
ま
た

　
　
売
渡
承
諾
書
等
の
念
書
的
な
文

　
　
書
の
授
受
は
、
当
事
者
を
法
的

　
　
に
拘
束
す
る
も
の
は
、
契
約
（
予

　
　
約
）
と
み
な
し
ま
す
。

A
な
に
を
届
け
出
る
の
か
V

　
◎
土
地
売
買
届
出
書
（
役
場
に
準

　
暫
し
て
あ
り
ま
す
）
に
契
約
予
定

　
価
格
、
使
用
目
的
な
ど
を
記
入
し
て

　
添
付
図
書
と
と
も
に
提
出
し
ま
す
。

〈
ど
こ
へ
届
け
出
る
の
か
V

　
＠
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
の
担

　
当
窓
口
へ
提
出
し
ま
す
．
提
出
さ

　
れ
た
届
出
書
は
、
県
へ
送
付
し
ま

　
す
。

　
詳
し
く
は
役
場
企
画
財
政
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

／餉’
9

胃
ゆ
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点
描
　
㈹

国
聯
繋
」

　
今
か
ら
二
自
九
十
五
年
前
元
禄
三

年
九
月
十
九
日
こ
の
百
姓
一
揆
が
起

き
た
の
で
す
．
．
そ
し
て
千
四
百
二
十

二
人
の
百
姓
家
族
が
、
寺
迫
に
集
ま

っ
て
延
岡
藩
か
ら
島
津
藩
へ
逃
げ
よ

う
と
し
た
の
で
す
。
都
農
の
股
猪
野

ま
で
逃
が
れ
た
と
こ
ろ
で
、
高
鍋
藩

の
役
人
達
に
つ
か
ま
っ
た
の
で
す
，

　
延
岡
藩
か
ら
も
役
人
が
来
て
「
山

陰
へ
か
え
れ
」
と
説
得
が
は
じ
ま
っ

た
の
で
す
。
．

　
だ
が
百
姓
達
は
が
ん
と
し
て
聞
か

ず
、
あ
く
ま
で
も
島
津
藩
に
の
が
れ

た
い
気
持
で
一
ぱ
い
で
す
。
廷
岡
藩

は
も
う
絶
対
に
い
や
だ
と
言
っ
た
気

持
で
す

　
高
鍋
藩
で
は
困
り
は
て
た
が
、
高

鍋
藩
の
領
内
を
通
す
こ
と
は
出
来
な

い
と
判
断
し
、
又
百
姓
達
に
も
領
内

通
過
は
出
来
な
い
こ
と
を
説
得
し
て

股
猪
野
を
中
心
と
し
て
こ
の
付
近
に

小
屋
が
け
を
始
め
た
の
で
す
。
即
ち

千
四
自
余
入
を
収
容
す
る
寝
泊
り
の

小
屋
が
出
来
た
の
で
す
。
そ
し
て
百

姓
．
達
に
男
一
日
五
合
、
女
三
合
五
勺

子
供
二
合
割
織
の
飯
米
を
与
え
て
、

抑
留
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
騒
動
は
た
だ
ち
に
江
戸
幕
府

に
飛
脚
で
も
っ
て
、
高
鍋
藩
、
延
岡

藩
よ
り
知
ら
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ

り
ま
す
．
、
こ
の
千
四
百
余
人
の
百
姓

の
竈
別
内
わ
け
を
あ
げ
て
見
る
と
、

迫
野
内

消
壷

寺
　
迫

鶴
野
内

八
ツ
山

川
南

二
十
二
軒
（
竈
）

四
十
四
軒

二
＋
六
軒

三
十
三
軒

　
　
七
軒

　
　
（
田
野
・
羽
坂
・
遺
物
）

　
　
　
　
　
七
＋
一
軒

小
野
門
田
　
　
　
一
二
十
⊥
ハ
軒

坪
　
谷
　
　
四
＋
四
軒

伊
原
（
八
重
原
）
十
六
軒

　
芸
事
　
　
　
三
〇
C
軒

　
人
数
　
　
　
千
四
百
二
十
二
人

　
　
山
陰
庄
屋
　
　
勘
右
エ
門

　
　
坪
屋
庄
屋
　
　
新
五
兵
衛

　
年
貢
で
い
た
め
つ
け
ら
れ
た
百
姓

達
。
延
岡
藩
郡
代
梶
田
十
郎
右
エ
門

代
官
大
崎
久
右
エ
門
の
悪
政
非
道
の

仕
打
ち
に
、
百
姓
達
は
こ
ら
え
に
こ

ら
え
て
来
た
二
年
有
余
年
の
、
勘
忍

袋
の
緒
を
切
っ
て
逃
散
百
姓
一
揆
を

起
し
た
の
で
す
．
．

　
で
は
ど
ん
な
悪
政
非
道
の
仕
打
ち

を
し
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
例
を
順

々
に
あ
げ
て
見
ま
す
、

　
こ
の
具
体
的
実
話
例
は
、
百
姓
代

表
が
筆
に
ま
と
め
て
延
岡
藩
に
提
訴

し
た
の
で
す
、
又
そ
の
訴
え
の
内
容

と
同
じ
書
き
も
の
を
高
鍋
藩
に
も
出

し
て
い
ま
す
．
．

　
そ
の
原
文
「
梶
田
山
陰
苗
記
」
な

る
も
の
は
成
願
寺
に
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
、
　
（
以
下
次
号
）

　
東
郷
町
文
化
協
会
長
　
都
甲
鶴
男

牧
水
生
誕
百
年
祭
の
案
内
図
が

　
　
　
切
通
し
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

続
・
牧
水
と
坪
谷
②

　
　
牡
丹
桜

　
そ
の
年
、
父
は
厄
年
の
四
十
二
歳

で
あ
っ
た
、
そ
の
歳
の
子
は
育
た
ぬ

と
い
ふ
田
舎
の
習
慣
か
ら
私
は
直
ぐ

路
傍
に
棄
て
ら
れ
た
．
路
傍
と
云
っ

て
も
我
が
家
の
土
塀
の
裏
門
の
前
で

棄
て
ら
る
・
と
土
ハ
に
村
で
の
旧
家
奈

須
と
い
ふ
家
の
細
君
に
拾
は
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
縁
か
ら
私
は
こ
の
細

君
を
小
学
校
の
頃
ま
で
「
番
所
の
阿

ルコ母
」
と
呼
ん
で
い
た
．
．
番
所
と
い
ふ

の
は
旧
幕
時
代
に
そ
の
家
で
何
か
役

を
勤
め
て
い
た
所
か
ら
来
た
名
で
あ

る
ら
し
い
．
一

　
棄
て
ら
れ
た
と
い
ふ
裏
門
の
所
に

は
土
地
に
珍
し
い
大
き
な
八
重
桜
の

木
が
三
本
立
っ
て
い
た
．
．
お
前
は
こ

の
木
の
根
に
棄
て
ら
れ
た
の
ち
ア
な

い
か
、
そ
ん
な
に
泣
く
な
ら
ま
た
棄
て

よ
う
か
と
、
背
に
負
は
れ
な
が
ら
よ
く

姉
に
嚇
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
、
こ

の
八
重
桜
に
つ
い
て
は
も
う
一
つ
記

憶
が
あ
る
。
ど
う
し
た
調
子
で
あ
っ
た

か
、
こ
れ
は
母
が
直
接
に
私
に
語
っ

た
の
で
あ
っ
た
が
、
母
の
何
歳
（
忘

れ
た
が
、
十
六
か
七
か
、
と
に
か
く

極
め
て
若
か
っ
た
）
か
の
時
そ
の
父

の
任
地
（
母
の
父
は
延
岡
藩
の
代
官
を

勤
め
て
当
時
私
の
村
よ
り
も
も
っ
と

奥
の
神
門
と
い
ふ
村
に
赴
い
て
い
た

の
だ
相
だ
）
か
ら
何
処
と
か
の
神
詣

り
に
行
く
途
中
、
脚
絆
の
紐
が
解
け

塩
　
月
　
儀
市

て
、
母
だ
け
一
人
同
伴
者
に
遅
れ
て

こ
の
八
重
桜
の
根
が
た
で
結
び
直
し

て
い
た
、
．
そ
れ
を
こ
の
裏
門
か
ら
見

た
の
が
私
の
祖
父
と
祖
母
で
、
そ
れ

か
ら
母
の
身
許
を
探
し
て
遮
二
無
二

嫁
に
所
望
す
る
事
に
な
っ
た
の
だ
相

で
あ
る
．
恰
度
花
の
盛
り
で
、
紐
を

結
び
な
が
ら
も
思
は
ず
そ
れ
に
見
惚

れ
て
い
た
と
い
ふ
若
か
っ
た
母
の
面

影
が
、
こ
の
木
の
花
を
見
る
ご
と
に
私

の
想
像
の
上
に
上
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
．
．
私
の
地
方
に
は
単
弁
の
山
桜
ば

か
り
で
、
牡
丹
桜
と
呼
ば
れ
て
い
る

八
重
桜
は
私
の
三
本
だ
け
で
他
で
は

殆
ん
ど
何
処
で
も
見
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
．
、
恐
ら
く
他
処
者
の
祖
父

が
何
処
か
他
処
か
ら
持
っ
て
来
て
植

え
た
の
だ
ら
う
と
思
う
。

　
　
祖
父
の
事

　
私
は
此
処
で
祖
父
の
事
を
少
し
書

き
足
し
て
置
か
う
と
思
ふ
．
、
私
の
祖

父
は
武
蔵
川
越
在
の
農
家
の
出
で
、

幼
時
よ
り
江
戸
に
出
で
両
国
の
生
薬

屋
に
奉
公
し
て
い
た
．
．
そ
し
て
当
時

肥
前
の
平
戸
に
シ
イ
ボ
ル
ト
と
い
ふ

和
蘭
の
医
者
が
来
て
い
る
と
い
ふ
事

を
聞
き
、
生
薬
屋
か
ら
自
宅
に
帰
り

更
に
身
延
山
詣
で
と
称
し
て
自
宅
を

出
で
、
其
侭
肥
前
ま
で
行
っ
て
其
処

で
シ
イ
ボ
ル
ト
に
任
へ
て
多
年
の
間

医
学
を
学
ん
だ
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

町報とうこう動

電
話

の
局
番
が

　　

@　

@
2
桁
に
変
わ
り
ま
す

現在の市外局番、市内局番　と　変更域の市外局番、市内局番

10

獅
P
日
か
ら

市郡名 市町村名、
現　　　　　　　在 変　　　更　　　後

市外局番 ．市内局番 加入者番号 市外局番 市内局番 加入者番号
2 XXXX 52 XXXX1日向市
3 XXXX 53 XXXX

日向市 09825 4 XXXX 54 XXXX

7 XXXX 57 XXXX

8 XXXX 58 XXXX

門川町 09826
3 XXXX 63 XXXX

4 XXXX
0982

64 XXXX

北郷村 098262
　

XXXX 62 XXXX

西郷村 09826 6 XXXX 66 XXXX

東臼杵郡 諸塚村 09826 5 XXXX 65 XXXX

椎葉村 09826 7 XXXX 67 XXXX

南郷村 09825 9 XXXX 59 XXXX

東郷町 098269
　

XXXX 69 XXXX

児湯郡 木城町
�V又

098269
一

XXXX 69 XXXX

　
十
月
】
日
午
前
十
一
時
か
ら
、
日

向
電
報
電
話
局
管
内
（
日
向
市
及
び

周
辺
三
町
五
村
、
門
川
・
東
郷
・
北

郷
・
西
郷
・
南
郷
・
諸
塚
・
椎
葉
村

児
湯
郡
木
城
町
の
中
之
又
）
の
電
話

の
市
内
局
番
が
二
桁
に
変
わ
り
、
日

向
市
及
び
周
辺
三
町
五
村
相
互
間
は

市
外
局
番
な
し
で
通
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

電
話
の
か
け
か
た
（
例
）

現　　在 変　更　後

日向から

@東郷へ

098269

@－XXXX
69－XXXX

東郷から

@　日向へ

09825

w－XXXX
5X－XXXX

町　　　内 XXXX 69－XXXX

・

戦没者等の遺族に

「特別弔慰金」

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
「
特
別
弔
慰

金
」
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

O
〔
支
給
対
象
〕
は
、
昭
和
六
十
年

四
月
一
日
に
お
い
て
、
遺
族
年
金
等

を
受
給
し
て
い
る
人
の
い
な
い
遺
族

で
、
子
、
兄
弟
、
姉
妹
な
ど
三
親
等

以
内
の
先
順
位
者
一
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
、み

ん
な
の
一
歩

　
　
　
大
き
な
一
歩

　
9
月
は
精
神
薄
弱
者
愛
護
月
間

　
九
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
は
、

「
精
神
薄
弱
者
愛
護
月
間
」
で
す
、

　
今
年
で
二
十
二
回
目
を
迎
え
ま
す

が
、
　
「
み
ん
な
の
「
歩
、
大
き
な
一

歩
」
が
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
．
．

　
こ
の
月
間
の
目
的
は
、
　
”
知
恵
お

く
れ
”
の
人
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
と
同
時
に
”
知
恵
お
く
れ
”

の
人
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め

．
知
恵
お
く
れ
”
の
人
を
愛
護
す
る

○
〔
内
容
〕
は
、
今
回
が
第
四
回
目

の
法
改
正
で
、
国
が
終
戦
四
十
周
年

に
当
た
り
、
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表

わ
す
も
の
で
す
。
死
亡
者
一
人
に
三

十
万
円
が
十
年
償
還
国
債
で
交
付
さ

れ
、
毎
年
六
月
十
五
日
に
、
三
万
円

が
郵
便
局
で
支
払
わ
れ
ま
す
、

o
〔
請
求
手
続
き
〕
は
、
昭
和
六
十

年
八
月
か
ら
、
居
住
地
の
市
町
村
の

福
祉
担
当
課
で
受
付
け
、
そ
の
後
県

で
裁
定
さ
れ
ま
す
．

　
な
お
、
三
年
以
内
に
申
請
し
な
い

と
時
効
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
．

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
福

祉
係
、
ま
た
は
、
宮
崎
県
障
害
援
護

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
、

1
噛
奄
．
辱
◎
辱
1
も
．
ら
．
●
●
．
塾
◎
．
塾
1
も
．
1
墾
ら
．
塾
も
奄
－
零
◎
塾
も
．
塾

気
運
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
．
．

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
で
は
、
　
”
知
恵

お
く
れ
”
の
人
も
一
緒
に
生
活
し
て

い
ま
す
が
、
　
”
知
恵
お
く
れ
’
の
人

が
人
と
し
て
尊
ば
れ
、
最
適
な
生
活

環
境
を
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
基

本
的
な
こ
と
で
す
．
．

　
，
知
恵
お
く
れ
”
の
人
に
対
し
て

は
、
や
さ
し
く
見
守
り
、
励
ま
し
、

温
か
い
心
で
接
す
る
と
と
も
に
、
　
一

人
一
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
り
、

，
知
恵
お
く
れ
”
の
人
の
社
会
参
加

に
協
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
．
、
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お
し
ら
せ

團‘メ．書し

瓢ゆ⑨
心身障害者雇用促進月問

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
・
新

重
々
な
ど
の
仕
事
、
県
や
町
の
仕
事

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
．
．
当
日
以
外
は
自
宅

で
受
付
け
て
い
ま
す
．
ど
ん
な
こ
と

で
も
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

▽
日
時
　
9
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
入
福
祉
館

　
　
　
東
郷
町
仲
深

　
　
　
　
行
政
相
談
員
　
山
口
俊
】

心
配
ご
と
相
談

　
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
が
実

施
さ
れ
ま
す
　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご

と
な
ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
．
、

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
員
（
民
生

委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎
週

火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅
で
．

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
こ
利

用
く
だ
さ
い
．
．

▽
日
時
　
9
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

乳
児
健
康
相
談

▽
期
日

▽
受
付

▽
場
所

▽
対
象

▽
内
容

9
月
1
7
日

9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

目
中
央
公
民
館

乳
幼
児
（
3
・
6
●
1
2
ケ

月
児
）

身
体
計
測
、
育
児
、
離
乳

食
指
導
ほ
か

母
親
学
級

▽
期
日

▽
受
付

▽
場
所

▽
対
象

▽
内
容

9
月
2
6
日

8
時
3
0
分
～
1
0
時

町
中
央
公
民
館

妊
婦

ヶ
月
の
人
）

助
産
婦
診
察
、

（
妊
娠
8
ケ
月
～
9

　
　
　
　
　
　
検
尿
、
栄

養
士
に
よ
る
離
乳
食
指
導

ほ
か

一
般
健
康
相
談

▽
期
日

▽
受
付

▽
場
所

▽
対
象

▽
内
容

9
月
2
1
日

9
時
～
1
0
時

町
中
央
公
民
館

四
十
歳
以
上
（
そ
れ
以
外

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
．
」

検
尿
、
血
圧
測
定
、
保
健

指
導
ほ
か

牧
水
生
誕
百
年
祭
記
念
行
事

　
東
郷
町
総
合
文
化
芸
能
大
会

　
牧
水
生
誕
百
年
祭
を
盛
大
に
祝
う

と
と
も
に
、
町
文
化
水
準
向
上
を
目

的
と
し
て
、
次
の
日
程
で
文
化
芸
能

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

〔
芸
能
大
会
〕

▽
内
容
　
公
民
館
対
抗
歌
合
戦
、
民

　
　
　
　
謡
、
民
舞
、
牧
水
朗
詠
、

　
　
　
　
合
唱

▽
日
時
及
び
場
所
　
1
1
月
1
0
日
　
1
3

　
　
　
　
時
よ
り
中
央
公
民
館

　
〔
展
示
会
〕

▽
内
容
　
蘭
、
菊
、
絵
画
、
写
真
、

　
　
　
　
書
道
、
水
墨
画
、
華
道
、

　
　
　
　
盆
栽
な
ど

▽
日
時
及
び
場
所
　
1
1
月
9
・
1
0
日

　
　
　
　
中
央
公
民
館
他

門
の
無
料
相
談

　
熊
本
国
税
局
宮
崎
税
務
相
談
室
で

は
、
次
の
と
お
り
定
期
出
張
相
談
を

行
い
ま
す
。

　
国
税
の
こ
と
で
お
尋
ね
し
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は
電

話
に
よ
る
相
談
も
承
り
ま
す
。

▽
日
　
時
　
9
月
1
3
日

　
　
　
　
　
　
1
0
時
～
1
6
時

▽
場
所
日
向
商
工
会
議
所

　
費
〇
九
八
二
五
ー
ニ
ー
五
＝
二
一

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
県
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
下
渡
川
の
山
床
義
政
さ
ん
か
ら

　
（
シ
ゲ
さ
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

◎
寺
口
の
黒
木
今
朝
男
さ
ん
か
ら

　
（
梅
香
さ
ん
・
6
0
歳
ご
死
去
）

⑨
坪
谷
の
吉
田
ア
ヤ
子
さ
ん
か
ら

　
（
敏
春
さ
ん
・
6
8
歳
ご
死
去
）

◎
迫
野
内
の
志
田
勘
作
さ
ん
か
ら

　
（
ベ
ン
さ
ん
・
8
7
歳
ご
死
去
）

◎
越
表
の
橋
口
利
子
さ
ん
か
ら

　
（
重
盛
さ
ん
。
5
5
歳
ご
死
去
）

まちのうごき

人口　6，352人（＋15）

男　3，045人（＋3）

女3，307人（＋12）

世帯　1，831戸（＋6）

　60年8月1日現在

（ ）は対前月比

ワ

D

器
墾

七
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

黒　那　前　谷　寺　田 赤

熊黙原墨
㌃
ん

の
平　吾　香　大　綾　郎 名

静　一　春　大　政　敏 父

の

夫　夫　夫　八　志　幸 名

田　小　迫　福　羽　福

@野　野
�@田　内　瀬　坂　瀬

住
1
所
i

結
婚
お
め
で
と
う

節
　
生

貴
久
代

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

鶴
野
内

日
向
市
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